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【背景・目的】ダイヤモンド NV 中心に局在した電子スピンは，室温において光による初期化・

読み出しとマイクロ波による操作が可能であり，室温でのナノスケール磁場センサへの応用が期

待されている．NV 中心磁場センサでは，配向方向（N と V の並ぶ方向）に平行な磁場が検出可

能である．したがって，配向方向を 1 つの方向に揃えることで磁場感度を向上できるが，任意の

磁場に対して有効でなく，磁場の方向によっては低感度化を招く[1]．任意の磁場の高感度センシ

ングには，配向率の向上に加え配向方向の制御が重要である．我々は，(001)面ダイヤモンド基板

に微細加工を施したあとに窒素ドープ化学気相成長をすることで，高い配向率をもつ集合体 NV

中心を生成し，かつ配向方向を任意に制御することに成功した[2]．本研究では，同手法により生成

した集合体 NV中心を用いて，NV配向方向と磁場方向の相対関係に注目し，微小電気回路に流れ

る微弱交流電流センシングのデモンストレーションを行なったので報告する． 

【実験方法】溝加工を施した(001)基板上に窒素ドープ化学気相成長にて生成した NV中心を磁場

センサとして用いた(Fig. 1(a))．静磁場を印加することで，配向方向の異なる NV中心を周波数空

間で分離し，スピンエコー測定を行なった．NV 中心近傍に配置したマイクロ銅ワイヤに交流電

流を流すことで交流磁場を発生させ，スピンエコー信号変化を読み取ることで交流電流センシン

グを行った．同一測定点において 3 つの異なる配向方向を有する NV 中心を用いて同様の測定を

行ない，配向方向によって電流感度がどのように変化するか調べた． 

【実験結果】実験結果を Fig. 1(b)に示す．電流の流れる方向と垂直に近い配向を有する NV 中心

を順に NV1，NV2，NV3とした．電流に垂直に近い配向をもつ NV中心ほど，電流変化に対する

スピンエコー信号の変化が大きい．微小電流の領域で傾きが大きいほど電流感度が良いことから， 

NV1が最も電流感度の良いことがわかった．この結果は，配向が磁場に平行に近いほど感度が良

いことからも妥当である．測定対象と配向の相対的な位置関係によりセンシング感度が変化する

ため，微細加工の形状や化学気相成長条件により面内における配向方向・配向率を最適化するこ

とで，センシングに適した集合体 NV中心の生成が可能であると期待される． 
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 Fig. 1 (a)Confocal PL mapping image (b)Spin echo signal intensity vs. AC current 
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